
国有林野
事業の
取組

国有林

愛媛森林管理署

愛媛県 石鎚山

山
に
ほ
ら
貝
や
鈴
の
音
が
響
き
渡
り
ま
す
。

一
年
を
通
じ
て
楽
し
め
る
山

石
鎚
山
一
帯
の
地
形
は
急
峻
で
、
鎖
を
伝
っ
て

岩
場
を
登
る
難
易
度
の
高
い
コ
ー
ス
や
、
奇
岩
や

渓
流
美
を
堪
能
で
き
る
渓
谷「
面お

も
河ご

渓け
い

」か
ら
登
る

「
面お

も
河ご

ル
ー
ト
」と
い
っ
た
上
級
者
向
け
の
登
山
道

が
あ
る
一
方
で
、
西
条
市
側
か
ら
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

は
じ
め
に

愛
媛
森
林
管
理
署
は
、
愛
媛
県
内
の
森
林
約

40
万
ha
の
１
割
に
相
当
す
る
約
４
万
ha
の
国
有
林

を
管
理
し
て
い
ま
す
。
管
内
の
国
有
林
は
主
に
四

国
山
地
の
奥
山
に
分
布
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は

そ
の
中
で
も
西
日
本
最
高
峰
で
あ
る
石い

し
鎚づ

ち
山さ

ん
に
つ

い
て
、
そ
の
特
徴
や
利
用
・
保
全
に
関
す
る
取
組

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

石
鎚
山
の
特
徴

石
鎚
山
は
、
愛
媛
県
西
条
市
と
久
万
高
原
町
の

境
界
に
位
置
す
る
天
狗
岳
、
弥み

山せ
ん

、
南な

ん
尖せ

ん
峰ぽ

う
の
３

つ
の
ピ
ー
ク
の
総
称
で
あ
り
、
標
高
1
︐9
8
2

ｍ
の
天
狗
岳
は
西
日
本
の
最
高
峰
で
す
。
そ
の
雄

大
な
山
容
や
壮
観
な
眺
望
か
ら
、
日
本
百
名
山
や

日
本
百
景
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、

一
帯
は
石
鎚
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
石
鎚
山
は
古
来
よ
り
山
岳
信
仰
の
山
と

し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
石
鎚
山
を
ご
神
体
と
す

る
石
鎚
神
社
の
社
殿
が
、
山
麓
か
ら
山
頂
ま
で
４

社
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
７
月
１
日
か
ら
10

日
に
行
わ
れ
る
祭
事「
お
山
開
き
」に
は
、
全
国
各

地
か
ら
白
装
束
を
ま
と
っ
た
登
拝
者
が
訪
れ
、
全

石
鎚
山
に
お
け
る
利
用
推
進
と

保
全
管
理
の
取
組

　愛媛森林管理署が管轄する国有林は、西日本最高峰の石鎚山を
主峰とする四国山地脊梁部の中部及び西部、さらには南部の滑床
渓谷や篠山周辺など景勝地としても親しまれている地域を含め、
県内全域に広く分布しています。
　愛媛県の森林面積は、県土の７割を占め、スギ優良材生産で
知られる久万林業地をはじめ、ヒノキ生産量も全国トップクラスと
なっております。また、丸太から集成材･CLTなどの製品への一貫
生産ができる工場も立地しており、木材産業が盛んな県です。
　当署では、優れた森林生態系や貴重な動植物の生息・生育地を
有し、景勝地としても多くの観光客が訪れる森林を保全するととも
に、適切な人工林の間伐や主伐・再造林を通じて木材の安定的な
供給を行うことにより、林業・木材産業等を支えることで地域振興
に貢献しています。

愛媛県松山市朝美2-6-32所在地

567,589ha
うち森林面積	 401,018ha
うち国有林面積	 40,587ha

区域面積

１県９市６町（愛媛県、松山市、今
い ま

治
ば り

市、宇和島市、
新居浜市、西条市、伊予市、四国中央市、西予市、
東温市、久万高原町、砥

と

部
べ

町、内子町、松野町、鬼
き

北
ほ く

町、愛南町）

関係自治体

四
国
森
林
管
理
局
　
愛
媛
森
林
管
理
署

管内概要

お山開き（弥山より天狗岳を望む）

二の鎖を登る登山者
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を
使
っ
て
中
腹
に
あ
る
石
鎚
神
社
の「
成

じ
ょ
う

就じ
ゅ

社し
ゃ

」に

至
る「
成
就
社
ル
ー
ト
」や
、
年
配
の
方
で
も
登
山

し
や
す
い
久
万
高
原
町
の
土
小
屋
か
ら
尾
根
伝
い

に
登
る「
土
小
屋
ル
ー
ト
」が
あ
る
な
ど
、
幅
広
い

レ
ベ
ル
に
対
応
で
き
る
た
め
、
毎
年
多
く
の
登
山

客
が
訪
れ
ま
す
。

「
成
就
社
ル
ー
ト
」の
中
腹
部（
標
高
7
6
0
～

1
︐6
0
0
m
）は「
石
鎚
風
景
林
」に
指
定
し
て
お

り
、
春
か
ら
夏
に
は
イ
シ
ヅ
チ
ザ
ク
ラ
や
シ
コ
ク

イ
チ
ゲ
と
い
っ
た
植
物
が
山
に
彩
を
添
え
、
秋
に

は
カ
エ
デ
や
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
が
色
鮮
や
か
に
紅

葉
す
る
な
ど
、
多
く
の
植
物
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
風
景
林
に
隣
接
す
る
「
石
鎚

ス
キ
ー
場
」
に
は
、
初
級
者
か
ら
上
級
者
ま
で
楽

し
め
る
ゲ
レ
ン
デ
が
広
が
っ
て
い
る
ほ
か
、
夜
景

や
星
空
を
楽
し
め
る
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
も
開
催
さ
れ

て
お
り
、
年
間
を
通
じ
て
自
然
と
親
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。森

林
の
保
全
・
登
山
道
の

維
持
管
理
の
取
組

石
鎚
山
を
中
心
に
、
西
は
二
ノ
森
（
1
︐

9
3
0
m
）
を
経
て
堂
ヶ
森
（
1
︐6
8
9
m
）
ま

で
、
東
は
土
小
屋
、
岩
黒
山
（
1
︐7
4
6
m
）、

筒
上
山
（
1
︐8
6
0
m
）
を
経
て
手
箱
山
（
1
︐

8
0
6
m
）
ま
で
の
約
4
︐2
0
0 

ha
の
国
有
林

を
、
平
成
２
年
３
月
、
四
国
で
初
め
て
と
な
る
森

林
生
態
系
保
護
地
域
で
あ
る
「
石
鎚
山
系
森
林
生

態
系
保
護
地
域
」
に
設
定
し
ま
し
た
。
標
高
差
は

一
番
低
い
面
河
渓（
7
0
0
m
）か
ら
石
鎚
山
ま
で

約
1
︐3
0
0
m
あ
り
、
面お

も

河ご

渓け
い

関か
ん

門も
ん

付
近
の
暖

温
帯
林
か
ら
中
間
温
帯
林
・
冷
温
帯
林
を
経
て
石

鎚
山
頂
付
近
の
亜
寒
帯
林
に
至
る
ま
で
の
植
生

登山者への説明と安全指導 登山道周辺の植生保護活動

の
垂
直
分
布
が
保
存
さ
れ
る
と
と
も
に
、
約
3
︐

1
0
0
種
類
の
動
物
が
生
息
し
て
い
る
と
い
わ

れ
、
動
植
物
の
多
様
性
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
鎚
山
に
は
、
多
く
の
登
山
客
が
訪
れ
る
こ
と

か
ら
、
近
年
で
は
森
林
の
保
全
と
登
山
道
の
維
持

管
理
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
署
で
は
、
２

名
の
グ
リ
ー
ン
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
（
Ｇ
Ｓ

Ｓ
）
が
、
登
山
道
の
巡
視
及
び
修
繕
、
危
険
木
の

確
認
や
周
知
、
道
外
れ
に
よ
る
植
生
の
踏
み
つ
け

や
植
物
採
取
の
防
止
、
登
山
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
向

上
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
面

河
ル
ー
ト
で
は
愛
媛
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
、
成
就
社

ル
ー
ト
で
は
石
鎚
神
社
、
土
小
屋
ル
ー
ト
で
は
地

元
自
治
体
が
事
務
局
を
務
め
る
「
石
鎚
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
協
議
会
」
な
ど
に
よ
っ
て
、
登
山
道
の
修

復
・
整
備
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

多
く
の
方
々
に
石
鎚
山
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

つ
つ
、
将
来
の
世
代
に
も
貴
重
な
森
林
生
態
系
を

残
し
て
い
く
た
め
、
今
後
も
利
用
・
保
全
の
取
組

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
登
山
者
の
皆
様
ひ
と
り
ひ
と
り
に

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
遵
守
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

大
事
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

登山道周辺の林野巡視活動 危険木処理
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